
一　

は
じ
め
に

　
『
法
華
経
』
研
究
の
世
界
的
研
究
機
関
で
あ
る
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
が
、
望
月
海
慧・

金
炳
坤
編
『
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ　

妙
法
蓮
華
経

優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
』（
略
称
「
本
書
」）
を
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
刊
行
し
た
。
編
集
者
の
一
人
、
金
炳
坤
博
士
か
ら
書
評
の
依
頼
を
受
け
て
、

私
は
本
書
の
出
版
を
祝
い
、
同
時
に
本
書
の
紹
介
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た１。
私
は
、
本
書
の
刊
行
直
前
ま
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る

知
識
も
無
く
、『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
』（
略
称
『
法
華
論
』）
の
専
門
的
研
究
者
で
も
な
い
の
で
、
最
初
、
書
評
の
依
頼
を
光
栄
と
感
じ
な
が
ら
も
、

責
任
を
果
た
す
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
固
辞
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、
金
炳
坤
博
士
か
ら
本
書
の
概
要
を
拝
聴
す
る
に
至
り
、
本
書
と
私
の

浅
か
ら
ぬ
ご
縁
を
感
じ
て
お
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

ご
縁
と
い
う
の
は
、
本
書
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
円
弘
（
～
七
三
三
年
以
前
か
）
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
三
巻
（
略
称
『
子
注
』）
の
存
在
で
あ

る
。
現
在
『
子
注
』
は
、
金
天
鶴
博
士・

金
炳
坤
博
士
を
中
心
に
共
同
研
究
が
続
き
、
校
訂
テ
ク
ス
ト
を
出
版
予
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
は
、
両
博

士
の
研
究
開
始
の
時
点
か
ら
多
少
の
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る２。
金
炳
坤
博
士
が
『
子
注
』
研
究
に
参
加
し
た
正
確
な
記
憶
は
無
い
が
、
同
博

士
の
最
初
の
『
子
注
』
に
関
す
る
発
表
は
二
〇
一
三
年
一
一
月
な
の
で
、
そ
の
直
前
だ
っ
た
と
思
う３。
そ
し
て
、
二
〇
一
五
年
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
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本
書
を
世
に
送
り
出
し
た
『
法
華
経
研
究
叢
書
』
の
刊
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
（
本
書
、
ⅱ
～
ⅲ
頁
）。
本
書
に
お
け
る
『
子
注
』
の
果
た
し
た
役
割

を
知
る
に
及
び
、『
子
注
』
を
金
炳
坤
博
士
へ
と
繋
ぐ
一
端
を
担
え
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

　

本
書
は
、
望
月
海
慧
博
士
と
金
炳
坤
博
士
の
共
同
編
著
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
金
炳
坤
博
士
は
「
序
」
と
二
篇
の
論
文
、
資
料
一
篇
、
合
計
四
篇

を
寄
稿
さ
れ
て
お
り
、
本
書
全
体
に
金
炳
坤
博
士
の
視
点
、
即
ち
『
子
注
』
の
重
視
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
書
評
は
、『
子
注
』
の
果

た
し
た
役
割
を
中
心
に
本
書
の
意
義
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

本
書
の
目
次
と
意
義

　

ま
ず
本
書
の
目
次
を
紹
介
し
た
い
。

　
　

序	

金　

炳
坤

　
　

世
親
の
『
法
華
論
』
に
つ
い
て	

望
月
海
慧

　
　

清
水
梁
山
国
訳
『
法
華
論
』
の
底
本
に
つ
い
て
―
版
本
『
法
華
論
』
の
流
布
と
受
容
を
視
点
と
し
て
―	

桑
名
法
晃

　
　
〈
影
印
〉
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
所
蔵　

叡
山
版　

寛
永
二
年
版
『
法
華
論
』

　
　
〈
影
印
〉
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵　

坂
本
日
深
文
庫　

正
保
三
年
版
『
法
華
論
』

　
　
〈
資
料
〉
坂
本
日
深
文
庫
に
つ
い
て	

沼
田
晃
佑

　
　
〈
資
料
〉『
法
華
論
』
諸
本
校
合
（
二
）	

金　

炳
坤

　
　

流
支
訳
『
法
華
論
』
の
流
布
本
に
つ
い
て
―
序
品
を
中
心
と
し
て
―	

金　

炳
坤

　
　

世
親
『
法
華
論
』
の
流
伝
に
関
す
る
諸
問
題
―
見
直
さ
れ
る
べ
き
テ
キ
ス
ト
を
中
心
と
し
て
―	

金　

炳
坤

　
　

編
著
者
：
望
月
海
慧　

金
炳
坤
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発
行
：
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所　

二
〇
二
〇
年
四
月
一
日

　
　

総
頁
：
三
七
二
頁

　

目
次
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書
は
「
序
」
一
篇
、
論
文
四
篇
、
影
印
二
篇
、
資
料
二
篇
、
合
計
九
篇
に
よ
る
菩
提
流
支
訳
『
法
華
論
』
の
テ
ク

ス
ト
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
で
あ
る
（
以
下
、
金
炳
坤
博
士
の
論
文
は
、
横
組
み
の
順
序
に
従
い
「
世
親
『
法
華
論
』
の
流
伝
に
関
す
る
諸
問
題
」

を
第
一
論
文
、「
流
支
訳
『
法
華
論
』
流
布
本
に
つ
い
て
」
を
第
二
論
文
と
呼
ぶ
）。
し
か
も
、
江
戸
期
の
版
本
（
通
称
「
和
刻
本
」）
の
重
要
性
を
知
ら

し
め
る
と
い
う
一
貫
し
た
目
的
の
た
め
に
刊
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
和
刻
本
『
法
華
論
』
の
重
要
性
を
知
ら
し
め
る
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、

『
子
注
』
所
引
の
『
法
華
論
』
で
あ
る
。

　

本
書
の
意
義
は
和
刻
本
『
法
華
論
』
の
評
価
、
具
体
的
に
は
、
菩
提
流
支
訳
の
古
形
を
伝
え
て
い
る
こ
と
を
世
に
問
う
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、

江
戸
期
の
和
刻
本
の
評
価
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
的
な
書
誌
学
の
範
囲
で
は
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
一
般
に
書
誌
学
で
は
、

版
本
よ
り
も
写
本
を
、
写
本
の
中
で
も
よ
り
古
い
写
本
を
尊
重
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
古
い
写
本
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
は
、

テ
ク
ス
ト
の
伝
承
の
歴
史
に
対
応
し
て
お
り
、
一
定
の
根
拠
が
あ
る
。
書
物
の
伝
承
の
始
ま
り
は
、
書
写
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
印
刷
技
術
が
未
発

達
の
時
代
に
成
立
し
た
書
物
は
、
書
写
に
書
写
を
重
ね
て
テ
ク
ス
ト
を
伝
承
し
、
そ
の
後
、
よ
う
や
く
木
版
印
刷
の
時
代
を
迎
え
る
。
中
国
に
お
い
て

仏
教
文
献
が
本
格
的
に
印
刷
さ
れ
る
の
は
、
開
宝
蔵
（
九
八
三
年
）
を
嚆
矢
と
す
る
十
世
紀
後
半
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
大
蔵
経
と
呼
ば
れ
る
翻
訳
仏

典
を
中
核
と
す
る
一
大
叢
書
が
印
刷
さ
れ
始
め
る
。
従
っ
て
、
一
般
に
古
い
写
本
の
方
が
版
本
よ
り
も
古
形
を
留
め
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、

古
い
写
本
の
方
が
、
近
世
の
版
本
よ
り
も
内
容
上
の
価
値
が
高
い
と
は
一
概
に
決
定
で
き
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
に
考
え
て
、
近
世
の
版
本
を
軽
視
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
大
い
な
る
勘
違
い
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
江
戸
期
の
版
本
と
い
え
ど
も
、
そ
の
祖
本
の
内
容
が
古
形
を
留
め
た
善
本
で
あ
る
こ

と
は
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
年
代
の
古
い
写
本
で
あ
っ
て
も
誤
写
が
多
く
、
そ
の
祖
本
が
善
本
で
は
な
い
こ
と
も
あ
る
。
写
本
や
版

本
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
と
、
内
容
の
価
値
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
近
代
に
お
い
て
作
成
さ
れ
る
校
訂
テ
ク
ス
ト
は
文

化
財
と
し
て
の
価
値
は
ゼ
ロ
に
等
し
い
が
、
内
容
の
価
値
は
こ
の
上
な
い
も
の
を
備
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
は
古
い
写
本
に
傾
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く
こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
内
容
の
価
値
は
書
写
年
代
の
古
さ
を
基
準
に
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
言
う
は
易

く
行
う
は
難
し
い
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
書
誌
学
は
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
評
価
す
る
技
術・

学
問
と
し
て
発
達
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

私
が
、
本
書
を
高
く
評
価
し
、
同
時
に
知
見
を
開
か
れ
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
、
本
書
が
近
世
の
版
本
の
意
義
を
提
起
し
た
こ
と
に
あ
る
。
現
在

は
、
日
本
で
編
纂
さ
れ
た
大
正
新
脩
大
蔵
経
を
筆
頭
と
す
る
各
種
の
叢
書
を
基
礎
に
し
て
、
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
や
Ｓ
Ａ
Ｔ
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ス
ト
が
国

際
的
に
流
布
し
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
最
も
等
閑
視
さ
れ
が
ち
な
和
刻
本
『
法
華
論
』
の
意
義
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
、
勇
気
と

知
性
を
必
要
と
す
る
仕
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
知
的
な
営
み
が
本
書
と
し
て
結
実
し
た
。

三　

円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
の
活
用

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
の
成
立
に
は
、
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』（
略
称
『
子
注
』）
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
い
。
そ
こ
で
『
子
注
』
に

つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
『
子
注
』
全
三
巻
の
写
本
中
、
正
倉
院
聖
語
蔵
が
上
巻
を
所
蔵
し
、
称
名
寺
が
下
巻
（
半
分
程
度
散
逸
）
を
所
蔵
し
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
が
管
理
し

て
い
る
（
中
巻
は
散
逸
）。
上
巻
と
下
巻
と
も
に
孤
本
で
あ
る
。『
子
注
』
は
、
金
天
鶴
博
士
や
金
炳
坤
博
士
に
よ
り
研
究
が
開
始
さ
れ
た
も
の
の
、
翻

刻
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
研
究
者
の
間
で
も
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
作
者
の
円
弘
に
つ
い
て
も
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
著
作
と
し
て
『
子

注
』
と
『
円
弘
師
章
』（
逸
文
）
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る４。
円
弘
の
出
身
は
新
羅
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
確
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
活
動
年
代
は
、

正
倉
院
（
八
世
紀
）
に
残
さ
れ
て
い
る
書
写
の
記
録
か
ら
、
七
三
三
年
以
前
と
推
定
さ
れ
る
。
円
弘
は
玄
奘
訳
を
参
照
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
生
年
は

玄
奘
の
帰
国
年
（
六
四
五
）
を
大
幅
に
遡
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
「
子
注
」
と
い
う
註
釈
形
式
は
註
釈
対
象
（
本
文
＝
菩
提
流
支
訳
『
法
華
論
』）
を
引
用
し
た
後
に
、
割
注
＝
子
注
に
よ
っ
て
解
説
を
加
え
る
も
の
で

あ
り５、
本
文
に
対
し
て
二
行
取
り
の
細
字
で
付
さ
れ
た
註
釈
を
「
子
注
」
と
呼
ぶ
。
従
っ
て
「
子
注
」
は
そ
の
形
式
上
、
本
文
を
後
代
に
挿
入
す
る
こ
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と
は
難
し
い
。
註
の
部
分
だ
け
で
は
「
子
注
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
も
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
文
が
あ
っ
て
こ
そ
「
子
注
」
は
成
立
す
る
。
従
っ

て
、
円
弘
撰
『
子
注
』
は
菩
提
流
支
訳
『
法
華
論
』
の
註
釈
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
子
注
』
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
論
』
も
円
弘
の
利
用
し
た
八
世
紀
前

半
ま
で
の
テ
ク
ス
ト
を
反
映
し
た
も
の
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

金
炳
坤
博
士
は
、
こ
の
『
子
注
』
所
引
の
『
法
華
論
』
が
菩
提
流
支
訳
『
法
華
論
』
の
古
形
で
あ
り
、
和
刻
本
『
法
華
論
』
は
こ
れ
と
同
系
統
に
属

す
る
テ
ク
ス
ト
と
論
証
さ
れ
た
（
本
書
、
金
炳
坤
第
一
論
文
、
第
二
論
文
参
照
）。
そ
し
て
、
こ
の
一
点
が
和
刻
本
『
法
華
論
』
の
評
価
を
可
能
に
し

た
。
具
体
的
な
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

　

金
炳
坤
博
士
に
よ
れ
ば
、『
子
注
』
所
引
の
『
法
華
論
』
に
は
、「
経
曰
帰
命
一
切
諸
仏
菩
薩
」（
略
称
「
帰
命
頌
」）
が
存
在
す
る
（
金
炳
坤
第
一
論

文
、
七
～
八
頁
、
横
）。
さ
ら
に
同
博
士
は
、
こ
の
帰
命
頌
に
つ
い
て
「
十
世
紀
以
降
の
成
立
で
あ
る
各
種
大
蔵
経
に
お
い
て
、
こ
の
一
文
を
有
す
る

『
法
華
論
』
の
テ
キ
ス
ト
は
存
在
せ
ず
、
こ
れ
が
八
世
紀
初
頭
以
前
の
成
立
で
あ
る
注
釈
書
で
し
か
み
ら
れ
な
い
こ
と
」（
本
書
、
ⅲ
頁
）
と
指
摘
す
る
。

こ
の
帰
命
頌
の
有
無
の
指
摘
こ
そ
が
本
書
の
要
諦
で
あ
り
、『
子
注
』
が
『
法
華
論
』
本
文
の
研
究
に
果
た
し
た
役
割
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
金
炳
坤
博
士

は
『
子
注
』
所
引
の
『
法
華
論
』
を
基
準
に
し
て
、
帰
命
頌
の
あ
る
菩
提
流
支
訳
『
法
華
論
』
を
八
世
紀
以
前
の
古
形
を
伝
承
す
る
も
の
と
想
定
し
、

そ
の
形
式
に
見
合
う
テ
ク
ス
ト
は
江
戸
時
代
の
和
刻
本
と
判
断
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
金
炳
坤
博
士
の
第
一
論
文
（
九
頁
、
横
）
に
図

示
さ
れ
て
お
り
、
博
士
が
「
流
布
本
」
と
呼
ぶ
八
世
紀
以
前
に
流
布
し
て
い
た
菩
提
流
支
訳
『
法
華
論
』
の
継
承
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、『
子
注
』
所
引
の

『
法
華
論
』、
そ
し
て
、
そ
れ
を
継
承
し
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
江
戸
時
代
の
和
刻
本
（
一
六
二
五
年
以
後
）
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

金
炳
坤
博
士
に
『
子
注
』
所
引
の
『
法
華
論
』
の
重
要
性
を
知
ら
し
め
た
の
は
、
金
天
鶴
博
士
で
あ
る
。
金
天
鶴
博
士
は
『
子
注
』
所
引
の
『
法
華

論
』
を
「
第
三
の
テ
キ
ス
ト
」
と
呼
び
、
そ
の
冒
頭
の
構
成
を
「
①
帰
敬
頌
＋
②
経
曰
帰
命
一
切
諸
仏
菩
薩
（
帰
命
頌
）
＋
③
如
是
我
聞
」（
記
号
①
②

③
と
（
帰
命
頌
）
は
岡
本
補
足
）
と
ま
と
め
た
。
金
天
鶴
博
士
は
、『
子
注
』
所
引
の
『
法
華
論
』
を
、
現
行
本
の
菩
提
流
支
訳
と
勒
那
摩
提
訳
が
混

ざ
っ
た
テ
ク
ス
ト
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
構
成
の
独
自
性
か
ら
「
第
三
の
テ
キ
ス
ト
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
（
金
炳
坤
第
二
論
文
、
一

七
頁
、
横
）。
金
炳
坤
博
士
の
研
究
は
、
金
天
鶴
博
士
の
「
第
三
の
テ
キ
ス
ト
」
と
い
う
提
言
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
具
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体
的
に
は
、『
子
注
』
所
引
の
『
法
華
論
』
は
、
菩
提
流
支
訳
と
勒
那
摩
提
訳
を
混
ぜ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
和
刻
本
の
菩
提
流
支
訳
の
祖
本
に
属
す
る

テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
さ
ら
に
八
世
紀
以
前
に
流
布
し
て
い
た
唯
一
確
実
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

菩
提
流
支
と
勒
那
摩
提
と
は
、
殆
ど
同
時
に
洛
陽
で
仏
典
を
翻
訳
し
始
め
た
が
、
両
者
の
翻
訳
関
係
が
複
雑
な
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
同
じ

テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
翻
訳
の
記
録
や
現
物
が
残
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
両
者
の
共
訳
説
等
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
複
雑
な
問
題
を
解
決
し
な
が

ら
、
和
刻
本
『
法
華
論
』
を
『
子
注
』
所
引
の
『
法
華
論
』
に
結
び
付
け
た
の
は
、
仏
教
文
献
学
の
手
本
と
な
る
見
事
な
成
果
で
あ
る
。

　

本
書
収
録
の
桑
名
法
晃
氏
の
論
文
の
図
表
に
よ
れ
ば
、
帰
命
頌
の
存
在
す
る
『
法
華
論
』
は
、
吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
）
撰
『
法
華
論
疏
』（
略
称

『
論
疏
』）、
円
弘
撰
『
子
注
』、
義
寂
釈・

義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』（
略
称
『
述
記
』）
で
あ
る
（
本
書
、
二
二
頁
）。

　

こ
の
う
ち
吉
蔵
撰
『
論
疏
』
の
『
法
華
論
』
本
文
は
後
代
の
挿
入
で
あ
り６、『
論
疏
』
の
成
立
時
点
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。『
論
疏
』
の
現
存
最

古
の
写
本
、
天
永
四
年
本
（
一
一
一
三
）
に
は
、『
法
華
論
』
本
文
は
存
在
せ
ず
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
の
版
本
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
と
い
う

（
金
炳
坤
第
一
論
文
、
八
頁
、
横
）。
つ
ま
り
、
正
徳
四
年
に
『
論
疏
』
を
刊
行
す
る
際
に
、
本
来
存
在
し
な
か
っ
た
『
法
華
論
』
本
文
を
組
み
込
ん
で

刊
行
し
た
こ
と
に
な
る
。
詳
細
な
論
証
と
結
論
は
、「
序
」
及
び
金
炳
坤
第
一
論
文・

第
二
論
文
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

四　

本
書
に
収
録
さ
れ
た
各
論
文
に
つ
い
て

　

望
月
海
慧
博
士
の
論
文
は
、
前
半
部
分
と
後
半
部
分
に
大
き
く
二
分
さ
れ
る
。

　

前
半
部
分
は
、
中
国
（
十
六
種
）
と
チ
ベ
ッ
ト
（
十
一
種
）
に
伝
承
さ
れ
た
世
親
の
経
の
註
釈
書
を
比
較
し
な
が
ら
概
観
し
、
言
語
圏
を
異
に
す
る

巨
視
的
な
観
点
か
ら
『
法
華
論
』
の
位
置
を
探
求
し
て
い
る
。
望
月
博
士
に
よ
れ
ば
、
両
伝
承
に
共
通
し
て
現
存
す
る
世
親
の
経
の
註
釈
書
は
、『
六
門

陀
羅
尼
経
論
』
と
『
十
地
経
論
』
と
『
伽
耶
山
頂
経
解
説
』（
漢
訳
『
文
殊
師
利
菩
薩
問
菩
提
経
論
』）
の
三
種
だ
け
で
あ
り
、『
法
華
論
』
は
漢
訳
テ
ク

ス
ト
し
か
現
存
し
な
い
。
た
だ
し
『
パ
ン
タ
ン
マ
目
録
』（『
デ
ン
カ
ル
マ
目
録
』
と
同
時
代
の
九
世
紀
）
に
は
「
阿
闍
梨
た
ち
に
よ
る
著
作
」
と
し
て
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「
七
三
六
『
聖
法
華
経
釈
』
阿
闍
梨
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
作
」、
チ
ョ
ム
デ
ン
リ
ク
レ
ル
（
一
二
二
七
～
一
三
〇
五
）
の
目
録
に
も
「
経
疏
部
の
二
五
番
」

に
確
認
さ
れ
る
と
、
指
摘
す
る
。
ま
た
、
中
国
の
元
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
至
元
法
宝
勘
同
総
録
』
に
も
「
薩
怛
囉
（
二
合
）
麻
逩
怛
唎
迦
沙
悉
特
囉
妙

法
蓮
華
経
論
一
巻
天
親
菩
薩
造
（
中
略
）
二
論
同
本
異
訳
与
蕃
本
同
」
と
記
載
さ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
（
蕃
本
）
は
漢
訳
二
種
（
二
論
）
と
同
じ
も
の

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
望
月
博
士
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
法
華
経
論
』
が
プ
ト
ゥ
ン・

リ
ン
チ
ェ
ン
ド
ゥ
プ
（
一
二
九

〇
～
一
三
六
四
）
の
目
録
で
は
、「
そ
れ
ら
を
探
す
べ
き
で
あ
る
」
の
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
チ
ョ
ム
デ
ン
リ
ク
レ
ル
の
目
録
か
ら
プ
ト
ゥ
ン・

リ
ン

チ
ェ
ン
ド
ゥ
プ
の
間
に
失
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
（
本
書
、
五
～
七
頁
）。

　

後
半
部
分
は
、『
法
華
論
』
を
概
説
し
な
が
ら
、『
法
華
論
』
の
作
者
が
『
法
華
経
』
の
主
要
テ
ー
マ
を
「「
方
便
品
」
に
説
か
れ
る
一
乗
お
よ
び
声
聞

授
記
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
」（
本
書
、
一
六
頁
）
と
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

本
書
は
菩
提
流
支
訳
『
法
華
論
』
の
テ
ク
ス
ト
研
究
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
の
古
形
が
復
元
さ
れ
た
暁
に
は
、
そ
の
思
想
内
容
の
研
究

に
進
展
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
世
親
、
あ
る
い
は
イ
ン
ド
瑜
伽
行
派
の
著
作
と
し
て
『
法
華
論
』
を
読
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
東
ア
ジ
ア

の
世
親
観
は
イ
ン
ド
と
は
異
な
り
、
世
親
を
「
一
切
皆
成
論
」
の
側
に
引
き
入
れ
て
読
む
流
れ
が
形
成
さ
れ７、『
法
華
論
』
は
そ
の
よ
う
な
人
々
を
も
魅

了
し
た
。
イ
ン
ド
に
起
源
を
も
ち
、
世
親
と
い
う
偉
大
な
人
物
に
よ
る
『
法
華
経
』
の
註
釈
書
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、『
法
華
論
』
の
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
受
容
に
つ
い
て
議
論
す
る
上
で
、
そ
れ
を
相
対
化
す
る
視
点
は
不
可
欠
だ
ろ
う
。
望
月
論
文
は
、『
法
華
論
』
を
中
心
に
世
親
の
大
乗
経
典
の
註

釈
書
を
概
観
し
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
の
世
親
観
を
問
い
直
す
上
で
、
格
好
の
手
引
き
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

桑
名
法
晃
氏
の
論
文
は
、
タ
イ
ト
ル
通
り
清
水
梁
山
氏
の
国
訳
『
法
華
論
』
の
底
本
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

　

清
水
梁
山
著
『
國
譯
妙
法
蓮
華
經
優
婆
提
舎
』（
國
民
文
庫
刊
行
會
編
『
國
譯
大
藏
經
』
論
部・

第
五
巻
、
一
九
二
二
年
）
は
、
訓
読
文
に
よ
る
『
法

華
論
』
の
最
初
の
紹
介
で
あ
る
が
、
そ
の
底
本
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
。
桑
名
氏
は
、
そ
の
底
本
が
、
江
戸
時
代
の
正
保
三
年
の
和
刻
本
（
略
称
「
正

保
三
年
版
」）
で
あ
る
こ
と
を
ほ
ぼ
特
定
さ
れ
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
桑
名
氏
は
江
戸
期
の
四
種
の
和
刻
本
を
調
査
さ
れ
、
寛
永
二
年
版
（
一
六
二
五
）
→
正
保
三
年
版
（
一
六
四
六
）
→
藤
田
宗
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継
版
→
寛
文
九
年
版
（
一
六
六
九
）
の
順
序
に
て
刊
行
さ
れ
（
本
書
、
三
〇
頁
）、
正
保
三
年
版
以
後
の
三
種
は
、「
本
文・

版
式
は
す
べ
て
同
じ
、（
中

略
）
刊
記
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
部
分
の
み
埋
め
木
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
つ
と
も
同
じ
版
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」（
本
書
、
二
八
頁
）
と
指
摘

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
寛
永
二
年
版
を
嚆
矢
と
す
る
四
種
の
和
刻
本
は
、「
嘉
興
蔵
の
覆
刻
で
あ
る
鉄
眼
版
が
大
蔵
経
と
し
て
近
世
の
日
本
で
は
流
布

し
て
い
た
が
、
一
方
で
は
そ
れ
と
は
構
成・

本
文
を
少
し
異
に
す
る
菩
提
流
支
訳
の
版
本
『
法
華
論
』
が
、（
中
略
）
寛
永
二
年
版
以
降
覆
刻
さ
れ
、
刊

記
を
変
え
て
繰
り
返
し
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
」（
本
書
、
三
〇
頁
）
と
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

近
世
に
お
け
る
大
蔵
経
収
録
の
テ
ク
ス
ト
と
は
異
な
る
系
統
の
菩
提
流
支
訳
『
法
華
論
』
の
調
査
だ
け
で
も
、
大
変
な
時
間
と
労
力
を
必
要
と
す
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
調
査
の
意
義
は
飛
躍
的
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
『
子
注
』
所
引
の

『
法
華
論
』
＝
八
世
紀
以
前
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
菩
提
流
支
訳
の
古
形
を
、
こ
れ
ら
四
種
の
和
刻
本
が
継
承
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
桑
名
氏
に
よ
る
四
種
の
和
刻
本
の
調
査
は
、
日
本
近
世
に
お
け
る
『
子
注
』
所
引
の
『
法
華
論
』
と
同
系
統
の
出
版
史
と
し
て
そ
の
ま

ま
読
め
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
『
子
注
』
の
存
在
な
く
し
て
、
和
刻
本
の
テ
ク
ス
ト
上
の
意
義
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

桑
名
氏
は
金
炳
坤
博
士
と
の
共
同
研
究
「
義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
の
文
献
学
的
研
究
⑴
～
⑷
」（『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一

五
号
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
、『
身
延
論
叢
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
、『
法
華
文
化
研
究
』
第
四
一
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
、『
身
延
山
大
学
仏

教
学
部
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）
を
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
第
一
論
文
に
お
い
て
、
す
で
に
『
法
華
論
』
の
冒
頭
の
構
成
に
関
す

る
一
覧
表
を
作
成
さ
れ
て
い
る
（
本
書
、
二
二
頁
）。
こ
の
一
覧
表
中
、
和
刻
本
と
同
じ
構
成
で
、
第
二
番
目
に
帰
命
頌
「
経
曰
帰
命
一
切
諸
仏
菩
薩
」

が
存
在
し
、
な
お
か
つ
現
存
す
る
も
の
は
、『
子
注
』
巻
上
所
引
の
菩
提
流
支
訳
『
法
華
論
』
だ
け
で
あ
る
。
吉
蔵
撰
『
法
華
論
疏
』
所
引
の
『
法
華

論
』
は
後
代
の
挿
入
、
義
寂
釈・

義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
は
帰
命
頌
を
第
三
番
目
に
も
つ
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
子
注
』
所
引
の
『
法
華

論
』
の
み
が
和
刻
本
と
同
一
の
構
成
で
帰
命
頌
を
有
す
る
。
お
そ
ら
く
『
述
記
』
→
『
子
注
』
→
和
刻
本
と
い
う
流
れ
で
、
桑
名
氏
の
研
究
は
進
展
し

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

影
印
二
篇
は
、
叡
山
版・

寛
永
二
年
『
法
華
論
』（
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
所
蔵
）
と
、
正
保
三
年
版
『
法
華
論
』（
身
延
山
大
学
附
属
図
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書
館
所
蔵　

坂
本
日
深
文
庫
）
を
収
録
し
て
い
る
。
桑
名
論
文
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
和
刻
本
『
法
華
論
』
の
先
駆
け
、
後
者
は
、
正
保
三
年
版
→
藤
田

宗
継
版
→
寛
文
九
年
版
と
続
く
、
同
一
版
型
の
最
初
の
版
本
で
あ
る
。
金
炳
坤
博
士
の
「
序
」
に
よ
れ
ば
、
叡
山
版・

寛
永
二
年
版
は
「
稀
覯
本
で
世

に
指
折
り
の
数
し
か
現
存
し
な
い
」（
本
書
、
ⅰ
頁
）
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
本
書
収
録
の
二
篇
の
影
印
は
、
版
本
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
困
難
な
国
内

外
の
研
究
者
の
た
め
に
多
大
な
利
便
性
を
提
供
し
て
い
る
。

　

両
版
本
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
桑
名
論
文
（
二
四
頁
、
二
九
頁
）
に
詳
し
い
。
桑
名
論
文
で
は
あ
ま
り
強
調
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
和
刻
本
の

先
駆
け
寛
永
二
年
版
（
一
六
二
五
）
は
叡
山
版
で
あ
る
以
上
、
お
そ
ら
く
叡
山
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
古
写
本
『
法
華
論
』
を
底
本
に
し
て
開
版
さ
れ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
『
子
注
』
所
引
の
『
法
華
論
』
と
同
系
統
に
属
す
。
影
印
二
篇
は
、
今
後
の
『
法
華
論
』
研
究
の
基
礎
文
献
と
い
え
る
。

　

沼
田
晃
佑
氏
の
資
料
は
、
正
保
三
年
版
『
法
華
論
』
を
所
蔵
す
る
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
の
坂
本
日
深
文
庫
の
紹
介
で
あ
る
。
沼
田
氏
の
丁
寧
な

紹
介
に
よ
り
、
私
は
坂
本
日
深
文
庫
が
、
坂
本
幸
男
博
士
（
一
八
九
九
～
一
九
七
三
）
の
蔵
書
一
万
冊
の
寄
贈
に
よ
り
誕
生
し
た
こ
と
を
始
め
て
知
っ

た
。
坂
本
博
士
は
、
私
も
そ
の
末
端
に
連
な
る
華
厳
思
想
研
究
の
偉
大
な
先
人
で
あ
る
。
博
士
の
『
華
厳
教
学
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
六

年
）
は
、
中
国
の
静
法
寺
慧
苑
の
思
想
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、
そ
の
研
究
の
範
囲
は
地
論
宗
、
さ
ら
に
新
羅
の
華
厳
思
想
に
ま
で
及
び
、
こ
の
分
野

の
古
典
的
名
著
と
な
っ
て
い
る
。
私
も
現
在
で
も
度
々
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
回
、
そ
の
蔵
書
一
万
冊
の
概
要
を
知
り
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
を
し
た
。
特
に
和
漢
古
典
籍
、
計
八
六
三
部
の
蔵
書
を
知
り
、
坂
本
博
士
の
学
問
が
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
の
仏
教
の
豊
穣
な
知
識
を
、
近
代

仏
教
学
へ
と
継
承
し
て
い
る
側
面
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
本
書
を
介
し
て
、
坂
本
博
士
が
所
蔵
さ
れ
た
正
保
三
年
版
『
法
華
論
』
の
影
印
を
拝
見
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
、
沼
田
氏
、
並
び
に
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
関
係
者
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
沼
田
資
料
に
加
え
ら
れ
た
編
者・

金
炳
坤
博
士
の
付
記
に
よ
れ
ば
、
正
保
三
年
版
の
購
入
の
年
月
日
と
坂
本
博
士
の
年
齢
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

金
炳
坤
博
士
の
論
文
二
編
と
資
料
一
篇
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
言
及
し
て
き
た
の
で
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

　

金
炳
坤
第
一
論
文
は
、
菩
提
流
支
訳
『
法
華
論
』
の
古
形
（
八
世
紀
以
前
の
流
布
本
）
が
、『
子
注
』
所
引
の
『
法
華
論
』
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
て

い
る
。
そ
し
て
、『
子
注
』
を
基
準
に
し
て
、『
法
華
論
』
の
古
形
の
復
元
を
予
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
大
い
に
歓
迎
し
た
い
。
た
だ
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し
厄
介
な
問
題
は
、『
子
注
』
は
中
巻
と
下
巻
の
一
部
が
散
逸
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
散
逸
部
分
を
ど
の
よ
う
に
想
定
す
る
の
か
、
と
い
う
難
問
が
残
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
本
第
一
論
文
の
若
干
の
問
題
点
を
挙
げ
れ
ば
、
流
布
本
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
流
布
本
は
、
主
に
「
現
在
一
般
に
利
用
さ
れ
る
テ

ク
ス
ト
」
を
指
す
言
葉
だ
と
、
私
は
考
え
る
。
例
え
ば
、
仏
教
研
究
者
で
あ
れ
ば
、
大
正
蔵
も
流
布
本
に
入
る
。
し
か
し
、
金
炳
坤
博
士
は
「
時
代
ご

と
に
流
行
す
る
流
布
本
」（
本
書
、
一
二
頁
、
横
）
と
い
う
よ
う
な
使
い
方
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
用
法
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
テ
ク
ス
ト
が
流
布
本
に
な
っ

て
し
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
八
世
紀
以
前
に
流
布
し
て
い
た
テ
ク
ス
ト
を
「
流
布
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
間
違
い
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

誤
解
を
招
く
表
現
と
考
え
る
。

　

金
炳
坤
第
二
論
文
は
、『
子
注
』
所
引
の
『
法
華
論
』
に
つ
い
て
、
金
天
鶴
博
士
が
提
起
し
た
「
第
三
の
テ
キ
ス
ト
」
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、「
序
品
」
を
対
象
と
し
て
十
二
種
の
『
法
華
論
』
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
二
種
の
テ
ク
ス
ト
の
概
要
も
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
法
華
論
』

の
諸
本
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
へ
の
便
宜
も
図
ら
れ
て
い
る
。
比
較
の
結
果
、
和
刻
本
『
法
華
論
』
と
の
一
致
が
高
い
こ
と
を
論
証
さ
れ
た
（
本
書
、

一
一
九
頁
、
横
）。
同
時
に
、
和
刻
本
に
依
拠
す
る
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
（
本
書
、
一
二
二
頁
、
横
）。

　

金
炳
坤
資
料
は
、
金
炳
坤
第
二
論
文
「
二	『
法
華
論
』
諸
本
校
合
（
一
）」（
本
書
、
二
五
～
一
一
九
頁
、
横
）
で
比
較
さ
れ
た
『
法
華
論
』「
序
品
」

十
二
種
を
ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
用
に
再
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
異
読
の
存
在
す
る
部
分
だ
け
太
字
で
表
記
し
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。「
経
曰
帰
命

一
切
諸
仏
菩
薩
」
＝
帰
命
頌
の
部
分
の
比
較
で
は
、
一
目
で
和
刻
本
（
正
保
三
年
版
）
と
、
そ
の
関
連
テ
ク
ス
ト
の
み
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
が
判
明

す
る
（
本
書
、
一
五
五
頁
）。
比
較
自
体
は
単
純
な
作
業
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
イ
デ
ア・

調
査・

作
業
時
間
を
考
え
れ
ば
余
人
が
簡
単
に
真
似

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

五　

課
題
と
展
望

　

本
書
の
課
題
は
、
今
後
、『
法
華
論
』
研
究
者
た
ち
か
ら
の
評
価
と
い
う
一
点
に
か
か
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
大
学
の
所
属
研
究
所
の
研
究
成
果
と
し
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て
世
に
問
わ
れ
た
以
上
、
今
後
は
学
外
の
多
く
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
果
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る８。
本
来
で
あ
れ
ば
、
批
判

的
な
観
点
か
ら
も
書
評
す
る
こ
と
が
研
究
者
の
務
め
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
私
の
能
力
の
限
界
を
超
え
て
い
る
の
で
、
私
自
身
の

今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
、
金
天
鶴
博
士
と
金
炳
坤
博
士
の
共
同
研
究
で
あ
る
『
子
注
』
の
校
訂
テ
ク
ス
ト
の
公
刊
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
幸
い
に
し

て
、
金
天
鶴
博
士
の
御
努
力
に
よ
り
、
関
係
各
位
と
の
協
力
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
る
。『
子
注
』
の
公
刊
は
、『
法
華
論
』
註
釈
史

に
新
し
い
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
現
時
点
に
お
け
る
菩
提
流
支
訳
『
法
華
論
』
に
関
す
る
文
献
学
的
研
究
の
到
達
点
で
あ
る
。『
法
華
論
』
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
文
献
学

者
、
あ
る
い
は
文
献
学
を
志
す
人
た
ち
に
も
是
非
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
後
に
、
本
書
に
寄
稿
さ
れ
た
方
々
の
ご
健
康
と
、
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
の
益
々
の
ご
発
展
を
願
い
、
筆
を
擱
く
。

付
記

　

本
書
刊
行
後
、
浅
野
学
「
興
聖
寺
一
切
経
本
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
九
巻
第
二
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
が
公
表
さ
れ
た
。

本
浅
野
論
文
は
、
興
聖
寺
所
蔵
の
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
の
写
本
一
点
、
版
本
一
点
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
紹
介
に
際
し
て
、
本
書
の
う
ち
金
炳
坤
論
文
と
桑
名

法
晃
論
文
の
成
果
を
参
照
し
て
い
る
。
浅
野
論
文
は
、
お
そ
ら
く
本
書
の
最
初
の
反
響
で
あ
り
、
私
と
し
て
も
歓
迎
し
た
い
。

　

た
だ
し
、
参
照
の
仕
方
と
し
て
残
念
な
が
ら
問
題
が
残
る
。
と
い
う
の
も
、
本
書
に
お
い
て
金
炳
坤
博
士
と
桑
名
法
晃
氏
は
、
菩
提
流
支
訳
『
法
華
論
』
の
古
形
（
八
世
紀
以

前
）
を
想
定
す
る
上
で
、『
子
注
』
を
基
準
に
し
て
和
刻
本
の
意
義
を
提
起
し
た
。
し
か
し
浅
野
論
文
は
こ
の
問
題
提
起
を
紹
介
し
な
い
ま
ま
、
興
聖
寺
所
蔵
の
テ
ク
ス
ト
に
つ

い
て
「
唐
代
の
正
統
な
大
蔵
経
系
統
に
当
た
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
か
否
か
を
選
別
す
る
に
あ
た
っ
て
有
力
な
資
料
で
あ
ろ
う
」（
九
〇
頁
）
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
結
び
の
言
葉

は
、
残
念
な
が
ら
本
書
の
研
究
成
果
を
具
体
的
に
参
照
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
第
一
に
「
唐
代
の
正
統
な
大
蔵
経
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
大
蔵
経

は
「
権
威
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
収
録
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
は
「
正
統
」
と
は
い
え
な
い
。
第
二
に
、
本
書
で
想
定
さ
れ
た
菩
提
流
支
訳
『
法
華
論
』
の
古
形
（
八
世
紀
以
前
）

は
、
少
な
く
と
も
中
国
の
各
種
大
蔵
経
成
立
以
前
の
形
態
を
問
題
に
し
て
い
る
。
第
三
に
、
興
聖
寺
本
は
『
子
注
』
や
和
刻
本
の
系
統
と
は
一
致
し
な
い
。
興
聖
寺
所
蔵
写
本
に

は
帰
敬
頌
が
無
く
、
版
本
の
帰
命
頌
は
「
経
曰
」
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
四
に
、
第
三
の
問
題
か
ら
興
聖
寺
所
蔵
の
写
本
と
版
本
自
体
も
異
な
る
系
統
に
属
す
る
の
で
、
両
文

献
を
一
緒
に
扱
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
個
別
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
第
五
に
、
写
本
は
院
政
期
、
版
本
は
鎌
倉
期
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
な
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い
し
、「
善
本
」
と
し
て
の
根
拠
も
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。「
善
本
」
の
判
別
は
、
興
聖
寺
本
の
本
文
を
、
金
炳
坤
博
士
や
桑
名
氏
が
行
っ
た
『
法
華
論
』
本
文
の
比
較
の
成
果
を

活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

浅
野
論
文
が
紹
介
す
る
よ
う
に
、
興
聖
寺
の
写
本
と
版
本
は
多
く
の
興
味
深
い
内
容
を
備
え
た
貴
重
な
文
献
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
以
上
、

本
書
の
問
題
提
起
を
批
判
、
追
認
、
部
分
修
正
な
ど
の
明
確
な
立
場
を
取
ら
な
い
限
り
、
興
聖
寺
本
の
文
献
学
的
な
位
置
づ
け
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
興
聖
寺
本
の
意
義
を
顕
彰
す

る
た
め
に
も
、
今
後
、
そ
の
よ
う
な
方
向
性
を
期
待
し
た
い
。

　

同
時
に
、
金
炳
坤
博
士
や
桑
名
氏
は
、
興
聖
寺
所
蔵
の
写
本
や
版
本
に
つ
い
て
本
書
の
立
場
か
ら
位
置
づ
け
が
求
め
ら
れ
る
。

【
註
】

１	

私
が
金
炳
坤
博
士
か
ら
書
評
の
依
頼
を
受
け
た
の
は
、
二
〇
二
〇
年
五
月
末
日
の
こ
と
で
あ
る
。

２	

岡
本
一
平
「
円
弘
撰
『
円
弘
師
章
』
の
逸
文
研
究
」（『
身
延
論
叢
』
第
二
五
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
四
〇
頁
参
照
。

３	

金
炳
坤
「
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
」（『
身
延
論
叢
』
第
二
五
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
九
七
頁
、
発
表
㋭
参
照
。『
身
延
論
叢
』
第
二
五
号
は
、
金

炳
坤
博
士
の
編
集
に
よ
り
、「
円
弘
と
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

４	

円
弘
の
関
連
論
文
の
所
在
は
、
す
べ
て
前
掲
金
炳
坤
論
文
（
前
註
３
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

５	

浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
～
五
九
二
）
の
『
大
乗
義
章
』
巻
第
三
「
四
縁
義
」
中
に
「
如
彼
『
雑
心
子
注
』
釈
言
。
欲
界
生
得
、
強
而
捷
利
故
」（
大
正
四
四
、
五
一
八
下
）

と
あ
る
。

６	

奥
野
光
賢
博
士
は
、
本
書
の
刊
行
に
若
干
先
行
し
て
、
別
途
、
末
光
愛
正
氏・

清
水
梁
山
氏・

中
井
本
勝
氏・

桑
名
法
晃
氏
の
研
究
を
整
理
し
な
が
ら
、
吉
蔵
撰
『
法
華
論

疏
』
所
引
の
『
法
華
論
』
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
是
非
参
照
さ
れ
た
い
。
奥
野
光
賢
「
三
論
宗
関
係
論
文
の
本
文
問
題
」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
七

八
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）。

７	

た
だ
し
中
国
に
お
け
る
『
法
華
論
』
の
最
初
期
の
受
容
者
は
、
達
摩
欝
多
羅
（
法
上
、
四
九
五
～
五
八
〇
）
撰
「
釈
教
迹
義
」
や
、
慧
遠
（
五
二
三
～
五
九
二
）
撰
『
勝
鬘

義
記
』
で
あ
り
、
二
人
と
も
決
定
声
聞
は
、
大
乗
に
転
向
し
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。
岡
本
一
平
「
浄
影
寺
慧
遠
の
二
蔵
説
の
形
成
―
達
摩
欝
多
羅
「
釈
教
迹
義
」
と
慧
遠

『
勝
鬘
義
記
』
―
」（『
東
洋
学
研
究
』
第
五
四
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
参
照
。

８	

特
に
、
前
掲
奥
野
論
文
（
前
註
６
）
が
提
起
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
具
体
的
な
応
答
を
お
聞
き
し
た
い
。
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